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静岡県交通基盤部建設支援局工事検査課 



平成28年度　交通基盤部発注工事の建設工事事故事例

No 発生日時 被災者等 事故内容 事故状況

1

H28.4.13
（水）
16:30

第三者物損事故 架空線等破損

土質調査が終了し、掘削機械（ＢＨ）を道路から片付ける際に、道路に設置してあった
看板に建設機械が接触し、幼稚園看板及び支柱を破損した（人身事故なし）。

2

H28.4.20
（水）
15:50

第三者物損事故 架空線等破損

仮排水路に設置されている大型土のうを撤去するため吊り機能付きﾊﾞｯｸﾎｰで吊上げ
たところ吊上げようの帯が切れ反動でアームが上空のNTT引き込み配管を切断

3

H28.5.25
（水）
10:00

第三者物損事故 架空線等破損

バックホーで掘削中、中電の架空線（支線）を切断

4

H28.6.1
（水）
11:30

第三者物損事故 飛び石

道路除草作業で飛石し走行中の車両のフロントガラスを破損

5

H28.6.14
（火）
15:15

男46歳 転倒

クローラークレーンに乗車しようとしたとき、足を踏み外し転倒しかかって踵から落ち骨
折

6

H28.6.29
（水）
9：30

第三者物損事故 地下埋設物破損

土質調査のため車道をバックホウにて掘削していたところ、既設管（水道の引き込み
線）を破損させた。掘削深度は１ｍ程度。

7

H28.6.29
（水）
17:15

第三者物損事故 架空線等破損

重機作業中、道路照明灯に接触し破損させた。

8

H28.7.11
（月）
8:50

第三者物損事故 架空線等破損

高所作業車でチェーンソーを使用して枝払い中、電話線を破損

9

H28.7.27
（水）
14:30

男35歳 転倒

重機（BH)から降りる時に、敷鉄板の上の土砂で右足首を滑らせた。

10

H28.8.5
（金）
8:55

男38歳 玉かけ

大型土のう撤去の玉かけ作業中に作業員が指を挟んだ。

11

H28.8.20
（土）
14:15

男61歳 挟まれ

集水ボーリング作業に使用する資機材をモノレールで運搬し荷卸し後、被災者が乗車
しレバーブロックのチェーンが網目からはみ出しモノレール支柱に引っ掛かり停止した
が、エンジン連結部に手を挟まれた。

12

H28.8.20
（土）
9:20

第三者物損事故 飛び石

除草作業で飛石し乗用車のドア損傷

13

H28.9.10
（土）
15:00

男68歳 その他

茶樹伐採粉砕用トラクターのラジエーターキャップを開けたところ、蒸気が噴出し、胸及
び右腕を火傷した。

14

H28.9.27
（火）
10:00

第三者物損事故 地下埋設物破損

路床入替工における掘削作業中に重機にて水道管を破損した。

15

H28.11.3
（木）
15:00

第三者物損事故 飛び石

国道150号（掛川市浜野地内）の北側路側の草刈り時に飛石が東進中の軽乗用車の
フロントガラスに当たり損傷した

16

H28.11.23
（水）
15:30

第三者物損事故 地下埋設物破損

天竜川左岸県道路肩の除草作業中、堤外地側の法片部分にある水位計施設の配管
施設を除草機械で破損させた

17

H28.12.14
（水）
13:20

第三者物損事故 架空線等破損

バックホーで掘削中、ＮＴＴの架空線（引込線）に接触、取付金具が破損した。また、緩
んだ架空線が中電架空線に絡まった。

18

H28.12.22
（木）
10:30

男68歳 玉かけ

４ｔダンプ荷台の大型土のうを４．９ｔ吊りクレーンで荷卸し作業中に、吊上げの際玉か
けを行っていた作業員が大型土のうに押され荷台から作業鋼台覆工板上に落下した

19

H28.12.28
（月）
15:45

第三者物損事故 地下埋設物破損

詳細調査のため設置していた仮設の単管足場の撤去において、撤去作業中に単管パ
イプを落としてしまい、石積下端部に添加している排水管（現在不使用）を欠損させた。

20

H29.1.10
（火）
10:35

第三者物損事故 地下埋設物破損

側溝工の床掘作業中、水道の引込管（φ50）を破損させた。

21

H29.1.12
（木）
10:00

第三者物損事故 地下埋設物破損

バックホーで掘削中、水道管を破損



平成28年度　交通基盤部発注工事の建設工事事故事例

No 発生日時 被災者等 事故内容 事故状況

22

H29.1.14
（土）
12:45

第三者物損事故 架空線等破損

インバートコンクリート打設のため、バックホーにて生コン荷卸し中、ＮＴＴ引込管（架
空）を切断。

23

H29.1.17
（火）
10:40

第三者物損事故 地下埋設物破損

交差点改良に伴う土質調査業務委託の試掘作業時に水道管を破損・漏水。

24

H29.1.18
（水）
12:50

第三者物損事故 地下埋設物破損

路盤工における掘削作業中に重機で水道管（本管）を切断。

25

H29.1.18
（水）
14:00

第三者物損事故 地下埋設物破損

道路横断暗渠設置のための掘削作業時に水道管を破損・漏水。

26

H29.1.19
（木）
13:05

第三者物損事故 飛散

注入工を施工中に、調査孔と思われ箇所よりモルタルが飛散し、自転車及びバイクに
飛散した。

27

H29.1.27
（金）
13:30

第三者物損事故 地下埋設物破損

床掘作業中に重機で水道管（引込管）を破損

28

H29.2.1
（水）
15:00

男27歳 飛来

足場資材をトラックに積込み後、資材が風に煽られて荷台から１枚落ち、顔に当たり唇
を切った。

29

H29.2.21
（火）
11:30

第三者物損事故 地下埋設物破損

側溝ｲﾝﾊﾞｰﾄをとりこわし中に重機で水道管（引込）を破損

30

H29.2.24
（金）
14:30

第三者物損事故 その他

片側交互通行規制区間内の車道を走行していた自転車がバランスを崩して転倒し、
膝に擦り傷（ズボン及びタイツの破損）。

31

H29.3.10
（金）
8:45

第三者物損事故 架空線等破損

バックホウ0.15ｍ3で床掘作業中、アームを信号機（歩行者用灯器）に接触・破損した。

32

H29.3.10
（金）
17:00

第三者物損事故 架空線等破損

バックホウを現場外へ搬出するため、自走していたところ、アームが上空のＮＴＴ電話
引込線に接触し切断。

33

H29.3.13
（月）
8:50

第三者物損事故 地下埋設物破損

コンクリートカッターで民地のｺﾝｸﾘｰﾄ土間を切断中、ガス管（民地引込管）を破損。

34

H29.3.27
（月）
11:30

第三者物損事故 地下埋設物破損

流末側溝を施工するための、床掘作業中に温泉管を破損。



公衆災害：第三者物損事故









性別・年齢

職　　業

 ［災害の概要］
  

      平成28年　　4月　20日（水曜日）　15：50分頃
工事名： 平成27年度二級河川中一色川26年河川災害復旧工事26年26年災査定第0056-00号
受注者： ㈱清水組 現場代理人鈴木　栄
工　期： 平成27年12月17日～平成28年6月30日 進捗率： 80%

車両系建設機械運転手：佐野幸一 53歳　男性

4/20

・16:25　NTT工事課(修理班）より17:00頃現場に到着するとの連絡
・17:00　NTT引込ケーブル復旧工事開始 17:15　工事完了
・17:18　土木事務所工事第2課栗田監督員に報告
・17:40　清水警察署連絡　（17:52事故・事件性なし）

4/21 ・8：40　静岡労働基準監督署報告（報告の対象外）
　　　　（4/20は労基の業務時間外となり連絡がつかなかった。）

□安全対策 ：

 ［再発防止策］
  □事故原因 ：
　①不十分な安全管理計画

　②不十分な安全確認

　③不十分な安全指導

　④不十分な安全管理
・現場内のNTT引込ケーブルの明示が不十分だった。
・NTT引込ケーブルの真下にﾊﾞｯｸﾎｳを配置し、作業を行った。

　⑤不十分な連絡体制
・連絡体制の周知が不十分で、県への事故後の報告が遅れるなど、連絡の体制が機能
　しなかった。

  □防止対策 ：
　①安全管理計画

　②安全確認

　③安全指導
・朝礼時に架空線直下での作業手順書による、作業手順の確認及び注意喚起を行う。

　④安全管理
・NTT引込ケーブル等場内架空線の明示を増やす。
・NTT引込ケーブル直下に架空線注意の看板を設置する。

　⑤緊急連絡体制の確認
・社内安全会議や現場安全訓練等で緊急時の対応について周知徹底を行う。

大型土のう吊上げ作業時に、中一
色第一ﾎﾟﾝﾌﾟ場引込のケーブルと接
触

・架空線直下でのﾊﾞｯｸﾎｳ作業を防止するため、ﾊﾞｯｸﾎｳは架空線の上下流に配置し、
架空線との離隔を確保するため、大型土のうの撤去は、仮排水路内から行う。

被災状況 NTT通信ケーブル切断

・新規入場者教育とＫＹ活動で、架空線直下での作業と玉掛け作業（大型土のう破
損状況確認)に対する注意喚起を行っていなかった。

・現場内のNTT引込ケーブルを十分注意していたが、大型土のう吊上げ作業の具体
的な安全対策の検討が乏しかった。

・16:20　谷津浄水場担当者到着(中一色第一ﾎﾟﾝﾌﾟ場施設点検・打合せ）

事故周知・再発防止

災害の種類 公衆災害：第三者物損事故 工 事 区 分 仮設土留工・大型土のう撤去

・16:10　現場代理人現場到着（仮排水路盛土材仮置場地権者との打合せ中であった）

静岡市清水区小河内2地先（現場内）

事故内容

□事 故 の 概 要

・15:54　静岡市上下水道局・谷津浄水場

被
災
者

・15:50　事故発生

□現 場 の 状 況

　平成28年4月20日　15時50分頃、大型土のう撤去作業にて、バックホウ(移動式ｸﾚｰﾝ型)による大型土
のうの吊上げ直後に大型土のうの吊上げ帯が切れ、その反動により中一色第一ﾎﾟﾝﾌﾟ場引込みケーブル
にバックホウアーム部分が接触し、切断した。発生した事故が中一色第一ﾎﾟﾝﾌﾟ場に引込まれている架
空線の為、静岡市上下水道局(谷津浄水場)に事故の報告を行い切断された架空線の復旧等対応に集中し
精神的に動揺していたため、発注者への報告が遅れてしまいした。なお、警察・労基への連絡は物損事
故のため不要と判断してしまい連絡が遅れてしまった。

①KY活動(作業開始前)

・大型土のう吊上げ作業時には周辺の排土を行い、大型土のうの破損状況の確認を
十分行うとともに、地切りを確実に実施し吊上げを行う。

・朝礼時に大型土のう吊上げ作業の合図方法や大型土のうの破損確認について、作
業員全員で復唱を行う。

②日常点検（車両系建設機械・玉掛け作業前点検）

④架空線注意の看板及び旗等の設置(架空線直下)
③作業箇所での危険予知及び作業手順の際確認

・架空線直下での具体的な作業手順書の作成。

・大型土のうは、平成26年10月に設置したものである為、劣化及び破損を予測出来
たが、破損状況の点検や周辺の排土を行わず吊上げ作業を行った。



事故発生位置図

現場状況図

事故発生時の状況　　　
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使用機械　0.70mm　ｸﾚｰﾝ機能付



公衆災害：第三者物損事故



［事故の状況が分かる写真または図面］

事故周知・再発防止〔平成28年度発生事例〕

事　　前

事　　後

対象物件

中電柱支線

1本

7.0ｍ



［事故の状況が分かる写真または図面］

事故周知・再発防止〔平成28年度発生事例〕
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公衆災害：第三者物損事故
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労働災害：墜落、転落
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性別・年齢

職　　業

 ［災害の概要］
  静岡県賀茂郡西伊豆町　仁科地内（現場内起点からL=35ｍ付近）

    平成28年6月29日（水曜日）　PM　5：13頃
工事名：平成28年度〔第27－D9201－01号〕（国）136号

  　　　　　　県単交通安全施設整備工事（カラー舗装工）（11-01）
工　期：平成28年5月24日～平成28年7月29日　

平成28年6月29日　PM5時13分、現場代理人がバックホウオペレーターに、終業なので片付けるよう指示した。

  オペレーターは、重機等待機場所の駐車場に進入するため、ブームをたたんで旋回した際に、照明灯（占用
者：西伊豆町）にブームの先端が接触し破損させた。
PM5時13分頃に西伊豆町へ連絡した。
PM5時20分頃に下田土木松崎支所班長及び担当監督員が現場到着。その場で照明灯事故を報告した。

平成28年6月30日AM8:20警察へ連絡し、現場検証となった。
警察の実況見分によると、歩道上の交通事故ではなく、物損事故であると判断された。（事件性なし）被災者
及び事件性が無いことから、受注者は労基署への連絡は不要と判断した。
また、警察より歩行者への危険回避のため、破損した照明灯の撤去を指示され、7月1日に撤去した。

6月29日 17：10頃　別件で現場代理人より現地確認の依頼があり、班長・担当監督員が現場へ出発
17：13頃　事故発生　
17：20頃　松崎支所班長、担当監督員現場到着
17：30頃　照明灯事故報告（松崎支所班長、担当監督員）
18：30頃　現場立会終了し、安全対策（コーン・赤色灯）をした後現場開放
18：45頃　土木松崎支所へ安全対策設置の連絡

6月30日 8：20頃　警察へ通報
8：40頃　警察官到着。その後松崎分署刑事到着し実況見分を行った。
9：55頃　受注者支店長到着、刑事から説明を受ける。現場代理人は警察署にて安全書類（施工

計画書）を提出した。
10：20頃　照明灯撤去の指示を警察から受け、現場代理人は西伊豆町が業務委託している

西伊豆電気商会に撤去依頼。7月1日撤去して仮設の照明を設置した。
□安全対策の有無 ： 毎朝の朝礼で、照明灯に気を付けるよう指示し、ＫＹ活動、リスクアセスメントを実施

している。

 ［再発防止策］
□事  故　 原　 因 ： １．オペレーターの確認不足

２．終業時間となり、慌てていた。
３．作業中バックホウ旋回時は誘導員が合図して作業していたが、片付け時は誘導員が

他作業の誘導をしていた。

□防   止   対   策 ：
1.バックホウ作業時は必ず誘導員を配置し、誘導員の指差し呼称で移動、旋回させる。
2.旋回移動時は必ず前後、左右、上下の声だし確認をさせる。
3.毎日の朝礼時にオペレーターに声だし確認、誘導員に指差し呼称の訓練をさせる。
4.誘導員は重機が止まるまで持ち場を離れない。
5.上空支障物の近くでは旋回しない。
6.照明灯箇所に上部注意の看板を掲示する。

□ 事 故 の 概 要 ：

事故周知・再発防止〔平成28年度発生〕

工 事 区 分

被
災
者

災害の種類

事故内容

被災状況

□ 現 場 の 状 況 ：

公衆災害：第三者物損事故

バックホウが旋回した際、照明灯を破
損

照明灯1個破損（損害額：２３万円）

透水性路盤工

1



　［事故の状況が分かる写真または図面］

事故発生位置図

賀茂郡西伊豆町　仁科地内

現場状況図

事故周知・再発防止〔平成28年度発生〕

照明灯破損箇所

バックホウ

照明灯破損

至　田子

至　松崎

（国）136号

至　田子

至　松崎

（国）136号

2



　［事故の状況が分かる写真または図面］

事故周知・再発防止〔平成28年度発生〕

ＧＬから3.5ｍが照明灯電球

3



　［事故の状況が分かる写真または図面］

再発防止案（誘導員の配置の徹底）

再発防止案（看板の掲示）

事故周知・再発防止〔平成28年度発生〕

掲示板の設置

バックホウ作業時誘導員配置

4



　［事故の状況が分かる写真または図面］

取り外し状況

撤去完了

事故周知・再発防止〔平成28年度発生〕

破損箇所取り外し

5



- 10 -



　［現地の状況１］

事故周知・再発防止〔平成28年度発生事例〕

約5.8ｍ

着手後

電話線

着手前

黒く細い電話線は、飛び
出た枝に覆われて見え
にくい

電話線

事故

箇所

事故
箇所
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　［現地の状況２］

事故周知・再発防止〔平成28年度発生事例〕

電話線

事故

箇所

事故箇所

- 6 -



　［事故の状況］

事故周知・再発防止〔平成28年度発生事例〕

チェーンソーの刃
先が接触したと思
われる。

損傷箇所の発見に時間
を要した

- 7 -



　［再発防止策］

①伐採作業

 [問題点]

・伐採作業以外の作業員も、伐採作業を監視し、危険と思われたら笛等で知らせる。

 [防止対策]

事故周知・再発防止〔平成28年度発生事例〕

　・伐採作業は、枝打ち作業員が単独で状況を確認のうえ実施していた。

・事前に電線管理者に連絡のうえ、作業時の立会やケーブルの防護を求める。

・作業前の安全確認を徹底し、伐採作業前に電話線を確認のうえ、赤旗を付ける。

　・下にいる作業員は伐採された枝を回収するのみであり、監視体制が不十分であった。

・枝打ち作業員は枝打ち前に電話線の位置を確認し、そのまわりから枝打ちを行う。
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伐採前に電話線
に赤旗を設置

電話線周辺から伐採し、線
の位置を目視しやすくする

収集作業員は監視し、危険
と思われたら笛等で知らせ
る

伐採

収集

収集・監視

伐採
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